
第
１
回
臨
時
会
、
第
２
回
臨
時
会
、

第
３
回
臨
時
会
及
び
第
２
回
６
月
定
例
会
の
概
要

　

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
４
月
23
日
に
、
令
和
２

年
第
２
回
臨
時
会
は
、
５
月
１
日
に
、
令
和
２
年
第
３
回

臨
時
会
は
、
５
月
19
日
に
開
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
会
期
を
１

日
間
と
決
定
し
、
市
長
か
ら
提
出
議
案
の
説
明
を
受
け
、

議
案
審
議
及
び
議
決
を
行
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
第
２
回
６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日
に
開
会
、

会
期
を
19
日
ま
で
の
19
日
間
と
決
定
し
、
初
日
に
市
政
の

報
告
と
提
出
議
案
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

    

本
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
一
般
質
問
な
ど
の
時
間

短
縮
な
ど
を
実
施
し
行
い
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
条
例
等
の
一
部
改
正
、
令
和
二
年
度
五
條
市
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
重
要
案
件
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
慎
重
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
８
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
、
ま
た
、
総
合
体
育
館
及
び
公
園
緑
地

課
等
の
事
務
・
事
業
並
び
に
入
札
及
び
随
意
契
約
の
締
結

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
６
月
18
日
に
議

事
が
全
部
終
了
し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

問い合わせ先 　五條市議会事務局
電話　（２３）２０００　〒637－8501 五條市本町 1丁目 1番 1号
令和２年８月 1日発行　市議会だよりGOJO 7６号
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真
夏
の
暑
さ
が
連
日
続
き
ま
す
が
、

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
、
ま
だ
ま
だ
気
を
引
き
締
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
感
染
の

予
防
を
行
い
、
ご
自
身
や
周
り
の
方
、

地
域
全
体
で
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

感
染
症
や
熱
中
症
な
ど
に
も
気
を
つ

け
る
と
と
も
に
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
自

然
災
害
に
も
ご
注
意
い
た
だ
き
、
健
や

か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

議
会
広
報
編
集
委
員
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司
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１　本会議に、委員６人からなる総合体育館及び公園緑地課等の事務・事業並びに入札
　及び随意契約の締結に関する調査特別委員会を設置するものとする。

２　本特別委員会は、地方自治法第１００条第１項の規定により、次の事項について調 
　査するものとする。
　（１）総合体育館における事務及び事業の執行に関する事項
　（２）公園緑地課の事務・事業に関する事項
　（３）危機管理課、児童福祉課、教育総務課、学校教育課、生涯学習課の平成２８年
　　　  度から令和元年度までの入札及び随意契約の締結並びに事務・事業に関する事
　　　  項

３　本会議は、２に掲げる事項の調査を行うため必要があるときは、地方自治法第１００
　条第１項の規定により選挙人その他の関係人の出頭、証言及び記録の提出を請求する権
　限を本特別委員会に委任する。

４　本会議は、２に掲げる事項の調査を行うため必要があるときは、地方自治法第９８
　条第１項の規定により、２に掲げる事項に関する書類及び計算書を検閲し、市長その
　他の執行機関の報告を請求して事務の管理、議決の執行及び出納を検査する権限を本
　特別委員会に委任する。

５　本特別委員会は、２に掲げる事項の調査が終了するまで、閉会中もなお、継続して
　調査することができる。

６　本特別委員会に要する経費は、令和２年度において２００万円以内とする。

　　以上、五條市議会は地方自治法第１００条の規定による事務の調査を行うための特
　別委員会を設置することを決議する。

　　　　令和２年６月１８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五　條　市　議　会

地方自治法第１００条の規定による事務の調査を行うための特別委員会を設置する決議
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3 一般質問 2一般質問

一
般
質
問

　

定
例
会
で
は
、
議
案
に
関
係
な
く
市
の
一
般
事
務
に
つ

い
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
一
般
質
問
と

い
い
、
以
下
質
問
順
に
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

窪　

感
染
症
第
２
波
・
第
３
波

の
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

現
在
実

施
し
て
い
る
感
染
症
対
策
を
継

続
す
る
と
共
に
感
染
防
止
物
品

の
備
蓄
を
進
め
る
。

窪　

感
染
症
対
策
本
部
で
の
教

訓
を
今
後
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。 

   

避
難
所
の
感
染
防
止
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

３
密
状
態
が
予

想
さ
れ
る
避
難
所
運
営
は
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
等
基
本
的
な
対
策

の
徹
底
。
マ
ス
ク
、
石
鹸
、
手

指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

を
準
備
、
十
分
な
換
気
、
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
、
各
避
難
所
に
段

ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
配

置
、
共
有
使
用
部
分
に
つ
い
て

は
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

等
で
消
毒
の
徹
底
を
図
る
。

窪　

避
難
者
の
分
散
に
つ
い
て

伺
う
。

危
機
管
理
監　

従
来
の
避
難
所

の
部
屋
に
加
え
使
用
可
能
な
部

屋
数
の
把
握
、
避
難
者
の
分
散

を
行
う
。

　

ま
た
、
安
全
な
地
域
に
い
る

家
族
や
親
戚
、
知
人
宅
へ
の
避

難
も
呼
び
か
け
る
。

窪　

臨
時
的
な
一
次
避
難
所
の

検
討
、
例
え
ば
学
校
等
の
空
き

教
室
、
安
全
な
場
所
で
車
中
で

の
一
時
避
難
も
有
効
で
あ
る
。

　

避
難
所
で
の
感
染
防
止
備
蓄

品
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

マ
ス
ク
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
、
防
護
衣
、
環

境
用
消
毒
液
、
段
ボ
ー
ル
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
、
体
温
計
を
準
備

し
て
い
る
。

窪　

マ
ス
ク
着
用
時
の
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

あ
ん
し
ん
福
祉
部
長　

３
歳
未

満
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
気
管

も
狭
く
、
呼
吸
等
の
確
認
も
必

要
な
こ
と
か
ら
、
咳
等
で
本
当

に
必
要
な
場
合
に
着
用
す
る
。

３
歳
以
上
の
園
児
に
つ
い
て
は

着
用
し
て
い
る
。
屋
外
で
十
分

な
間
隔
が
確
保
で
き
る
場
合
は
、

熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
マ

ス
ク
を
外
し
て
い
る
。
冷
房
等

で
室
温
に
気
を
つ
け
、
こ
ま
め

な
水
分
補
給
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
部
長　

学
校
教
育
活
動
で

は
基
本
的
に
は
常
時
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
気
候
の
状
況
に
よ
り

健
康
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
い
場
合
は
、
水
分
補
給
や

換
気
、
児
童
・
生
徒
間
の
距
離

を
保
ち
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
体
育
の
授
業
、

部
活
動
に
つ
い
て
は
マ
ス
ク
の

着
用
は
必
要
な
い
と
し
て
い
る
。

窪　

ご
み
収
集
時
の
感
染
症
防

止
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

業
者
に
、
廃

棄
物
処
理
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
適

切
に
実
施
し
感
染
予
防
に
努
め

る
よ
う
依
頼
し
た
。

窪　

ご
み
の
出
し
方
の
協
力
依

頼
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

福
塚　

学
校
内
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

教
室
は
１
時
間
に

10
分
程
度
、
２
方
向
の
窓
を
開

け
て
換
気
。
エ
ア
コ
ン
は
室
温

に
応
じ
て
換
気
を
行
い
な
が
ら
、

適
切
に
使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
児
童
・
生
徒

が
手
を
触
れ
る
ド
ア
ノ
ブ
、
手

す
り
、
ス
イ
ッ
チ
な
ど
は
、
１

日
１
回
以
上
、
消
毒
用
エ
タ
ノ

ー
ル
な
ど
を
用
い
て
消
毒
を
行

い
、
併
せ
て
手
洗
い
や
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
等
の
基
本
的
な
感
染
症

対
策
の
徹
底
を
指
導
し
て
い
る
。

福
塚　

児
童
・
生
徒
の
教
室
で

の
座
席
の
配
置
な
ど
、
授
業
体

制
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

児
童
・
生
徒
の
座

席
の
間
隔
を
可
能
な
限
り
１
メ

ー
ト
ル
以
上
と
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。
人
数
の
少
な
い
学
校

で
は
広
く
間
隔
を
と
り
、
人
数

の
多
い
学
校
で
は
、
教
室
と
廊

下
を
仕
切
っ
て
い
る
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
を
外
し
て
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
な
ど
、
学

校
の
規
模
に
応
じ
て
柔
軟
に
対

応
し
て
い
る
。　
　
　
　

福
塚　

リ
モ
ー
ト
学
習
の
有
効

性
、
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

地
域
や
学
校
に
よ

っ
て
格
差
が
生
ま
れ
な
い
よ
う

に
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
で
き
る

環
境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

本
市
に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

　

国
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
を
導
入
し
た
。
県
と

の
共
同
調
達
に
よ
り
全
て
の
子

供
に
１
人
１
台
、
端
末
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
、
高
速
大
容

量
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
を
進
め

る
予
定
。

福
塚　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
向
け
て
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
長　

本
市
で
は
単
方
向
、

一
方
的
に
教
材
を
流
し
た
。
最

終
的
に
は
双
方
向
で
授
業
を
す

る
形
態
を
整
え
る
こ
と
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
を
行
う
。

五
條
市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

活
性
化
に
つ
い
て

福
塚　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

五
條
西
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
は
、
県
と

の
包
括
協
定
に
基
づ
き
、
防
災

力
の
強
化
や
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
の
流
入
な
ど
を
目
的
に
、
五

條
西
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構

想
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

福
塚　

県
指
針
の
防
災
拠
点
に

つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

大
規
模
広
域
防

災
拠
点
の
整
備
を
進
め
る
た
め

に
、
測
量
調
査
、
用
地
測
量
調

査
を
同
時
進
行
で
行
い
、
詳
細

設
計
、
用
地
交
渉
へ
と
段
階
的

に
行
い
、
工
事
へ
進
め
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
県
か
ら
地
元
阪
合

部
地
区
へ
の
事
前
説
明
が
あ
っ

た
。

共
同
墓
地
管
理
に
つ
い
て

福
塚　

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

平
成
14
年
奈

良
県
内
吉
野
保
健
所
作
成
の
墓

地
管
理
台
帳
で
は
69
箇
所
あ
り
、

基
数
は
把
握
し
て
い
る
限
り
で

４
，
９
５
０
区
画
と
な
っ
て
い

る
。

福
塚　

ご
み
処
理
に
つ
い
て
伺

う
。

産
業
環
境
部
長　

墓
地
の
管
理

者
で
処
理
を
し
て
も
ら
う
こ
と

が
前
提
。
た
だ
、
処
理
経
費
は

エ
コ
・
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
ご
じ

ょ
う
に
減
免
申
請
を
す
れ
ば
、

無
料
と
な
る
。

福
塚　

墓
地
の
管
理
者
も
高
齢

化
し
て
お
り
、
運
搬
で
き
な
い

等
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
回
収

は
市
で
す
る
な
ど
、
今
後
の
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

産
業
環
境
部
長　

実
状
を
把
握

し
要
件
を
整
理
し
て
、
指
針
を

定
め
基
準
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

　　

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
対
策

の
た
め
の
家
庭
で
の
ご
み
の
捨

て
方
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
今
後
、

広
報
五
條
や
自
治
会
へ
の
回
覧

で
周
知
を
行
う
。

主
任
児
童
委
員
に
つ
い
て

窪　

職
務
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

あ
ん
し
ん
福
祉
部
長　

地
区
担

当
児
童
委
員
と
の
連
絡
調
整
や

活
動
に
対
し
て
必
要
な
援
助
・

協
力
を
行
い
、
子
供
が
安
心
し

て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
生
か

し
児
童
健
全
育
成
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

窪　

啓
蒙
・
啓
発
に
つ
い
て
伺

う
。

あ
ん
し
ん
福
祉
部
長　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
市
内
各
所
の

子
育
て
世
代
が
利
用
す
る
施
設

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
に
お
い
て

活
動
内
容
の
周
知
を
行
い
、
情

報
発
信
に
努
め
る
。



3 一般質問 2一般質問

一
般
質
問

　

定
例
会
で
は
、
議
案
に
関
係
な
く
市
の
一
般
事
務
に
つ

い
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
一
般
質
問
と

い
い
、
以
下
質
問
順
に
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

窪　

感
染
症
第
２
波
・
第
３
波

の
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

現
在
実

施
し
て
い
る
感
染
症
対
策
を
継

続
す
る
と
共
に
感
染
防
止
物
品

の
備
蓄
を
進
め
る
。

窪　

感
染
症
対
策
本
部
で
の
教

訓
を
今
後
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。 

   

避
難
所
の
感
染
防
止
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

３
密
状
態
が
予

想
さ
れ
る
避
難
所
運
営
は
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
等
基
本
的
な
対
策

の
徹
底
。
マ
ス
ク
、
石
鹸
、
手

指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

を
準
備
、
十
分
な
換
気
、
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
、
各
避
難
所
に
段

ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
配

置
、
共
有
使
用
部
分
に
つ
い
て

は
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

等
で
消
毒
の
徹
底
を
図
る
。

窪　

避
難
者
の
分
散
に
つ
い
て

伺
う
。

危
機
管
理
監　

従
来
の
避
難
所

の
部
屋
に
加
え
使
用
可
能
な
部

屋
数
の
把
握
、
避
難
者
の
分
散

を
行
う
。

　

ま
た
、
安
全
な
地
域
に
い
る

家
族
や
親
戚
、
知
人
宅
へ
の
避

難
も
呼
び
か
け
る
。

窪　

臨
時
的
な
一
次
避
難
所
の

検
討
、
例
え
ば
学
校
等
の
空
き

教
室
、
安
全
な
場
所
で
車
中
で

の
一
時
避
難
も
有
効
で
あ
る
。

　

避
難
所
で
の
感
染
防
止
備
蓄

品
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

マ
ス
ク
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
、
防
護
衣
、
環

境
用
消
毒
液
、
段
ボ
ー
ル
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
、
体
温
計
を
準
備

し
て
い
る
。

窪　

マ
ス
ク
着
用
時
の
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

あ
ん
し
ん
福
祉
部
長　

３
歳
未

満
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
気
管

も
狭
く
、
呼
吸
等
の
確
認
も
必

要
な
こ
と
か
ら
、
咳
等
で
本
当

に
必
要
な
場
合
に
着
用
す
る
。

３
歳
以
上
の
園
児
に
つ
い
て
は

着
用
し
て
い
る
。
屋
外
で
十
分

な
間
隔
が
確
保
で
き
る
場
合
は
、

熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
マ

ス
ク
を
外
し
て
い
る
。
冷
房
等

で
室
温
に
気
を
つ
け
、
こ
ま
め

な
水
分
補
給
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
部
長　

学
校
教
育
活
動
で

は
基
本
的
に
は
常
時
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
気
候
の
状
況
に
よ
り

健
康
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
い
場
合
は
、
水
分
補
給
や

換
気
、
児
童
・
生
徒
間
の
距
離

を
保
ち
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
体
育
の
授
業
、

部
活
動
に
つ
い
て
は
マ
ス
ク
の

着
用
は
必
要
な
い
と
し
て
い
る
。

窪　

ご
み
収
集
時
の
感
染
症
防

止
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

業
者
に
、
廃

棄
物
処
理
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
適

切
に
実
施
し
感
染
予
防
に
努
め

る
よ
う
依
頼
し
た
。

窪　

ご
み
の
出
し
方
の
協
力
依

頼
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

福
塚　

学
校
内
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

教
室
は
１
時
間
に

10
分
程
度
、
２
方
向
の
窓
を
開

け
て
換
気
。
エ
ア
コ
ン
は
室
温

に
応
じ
て
換
気
を
行
い
な
が
ら
、

適
切
に
使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
児
童
・
生
徒

が
手
を
触
れ
る
ド
ア
ノ
ブ
、
手

す
り
、
ス
イ
ッ
チ
な
ど
は
、
１

日
１
回
以
上
、
消
毒
用
エ
タ
ノ

ー
ル
な
ど
を
用
い
て
消
毒
を
行

い
、
併
せ
て
手
洗
い
や
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
等
の
基
本
的
な
感
染
症

対
策
の
徹
底
を
指
導
し
て
い
る
。

福
塚　

児
童
・
生
徒
の
教
室
で

の
座
席
の
配
置
な
ど
、
授
業
体

制
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

児
童
・
生
徒
の
座

席
の
間
隔
を
可
能
な
限
り
１
メ

ー
ト
ル
以
上
と
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。
人
数
の
少
な
い
学
校

で
は
広
く
間
隔
を
と
り
、
人
数

の
多
い
学
校
で
は
、
教
室
と
廊

下
を
仕
切
っ
て
い
る
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
を
外
し
て
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
な
ど
、
学

校
の
規
模
に
応
じ
て
柔
軟
に
対

応
し
て
い
る
。　
　
　
　

福
塚　

リ
モ
ー
ト
学
習
の
有
効

性
、
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

地
域
や
学
校
に
よ

っ
て
格
差
が
生
ま
れ
な
い
よ
う

に
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
で
き
る

環
境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

本
市
に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

　

国
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
を
導
入
し
た
。
県
と

の
共
同
調
達
に
よ
り
全
て
の
子

供
に
１
人
１
台
、
端
末
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
、
高
速
大
容

量
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
を
進
め

る
予
定
。

福
塚　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
向
け
て
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
長　

本
市
で
は
単
方
向
、

一
方
的
に
教
材
を
流
し
た
。
最

終
的
に
は
双
方
向
で
授
業
を
す

る
形
態
を
整
え
る
こ
と
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
を
行
う
。

五
條
市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

活
性
化
に
つ
い
て

福
塚　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

五
條
西
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
は
、
県
と

の
包
括
協
定
に
基
づ
き
、
防
災

力
の
強
化
や
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
の
流
入
な
ど
を
目
的
に
、
五

條
西
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構

想
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

福
塚　

県
指
針
の
防
災
拠
点
に

つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

大
規
模
広
域
防

災
拠
点
の
整
備
を
進
め
る
た
め

に
、
測
量
調
査
、
用
地
測
量
調

査
を
同
時
進
行
で
行
い
、
詳
細

設
計
、
用
地
交
渉
へ
と
段
階
的

に
行
い
、
工
事
へ
進
め
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
県
か
ら
地
元
阪
合

部
地
区
へ
の
事
前
説
明
が
あ
っ

た
。

共
同
墓
地
管
理
に
つ
い
て

福
塚　

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

平
成
14
年
奈

良
県
内
吉
野
保
健
所
作
成
の
墓

地
管
理
台
帳
で
は
69
箇
所
あ
り
、

基
数
は
把
握
し
て
い
る
限
り
で

４
，
９
５
０
区
画
と
な
っ
て
い

る
。

福
塚　

ご
み
処
理
に
つ
い
て
伺

う
。

産
業
環
境
部
長　

墓
地
の
管
理

者
で
処
理
を
し
て
も
ら
う
こ
と

が
前
提
。
た
だ
、
処
理
経
費
は

エ
コ
・
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
ご
じ

ょ
う
に
減
免
申
請
を
す
れ
ば
、

無
料
と
な
る
。

福
塚　

墓
地
の
管
理
者
も
高
齢

化
し
て
お
り
、
運
搬
で
き
な
い

等
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
回
収

は
市
で
す
る
な
ど
、
今
後
の
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

産
業
環
境
部
長　

実
状
を
把
握

し
要
件
を
整
理
し
て
、
指
針
を

定
め
基
準
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

　　

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
対
策

の
た
め
の
家
庭
で
の
ご
み
の
捨

て
方
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
今
後
、

広
報
五
條
や
自
治
会
へ
の
回
覧

で
周
知
を
行
う
。

主
任
児
童
委
員
に
つ
い
て

窪　

職
務
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

あ
ん
し
ん
福
祉
部
長　

地
区
担

当
児
童
委
員
と
の
連
絡
調
整
や

活
動
に
対
し
て
必
要
な
援
助
・

協
力
を
行
い
、
子
供
が
安
心
し

て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
生
か

し
児
童
健
全
育
成
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

窪　

啓
蒙
・
啓
発
に
つ
い
て
伺

う
。

あ
ん
し
ん
福
祉
部
長　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
市
内
各
所
の

子
育
て
世
代
が
利
用
す
る
施
設

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
に
お
い
て

活
動
内
容
の
周
知
を
行
い
、
情

報
発
信
に
努
め
る
。



５ 一般質問 ４一般質問

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い

て・
特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

山
口　

一
人
で
も
多
く
の
方
に

行
き
わ
た
る
取
組
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

市
長
公
室
長　

総
務
省
か
ら
方

針
等
が
示
さ
れ
、
届
か
な
い
場

合
は
送
付
先
変
更
の
手
続
き
、

自
身
で
の
申
請
が
困
難
な
場
合

は
代
理
に
よ
る
申
請
が
可
能
。 

　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対
し
て
は
、

世
帯
か
ら
切
り
離
し
て
給
付
す

る
が
、
個
別
に
事
情
を
把
握
し

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

お
困
り
の
方
は
、
早
期
に
五
條

市
定
額
給
付
金
推
進
室
に
御
相

談
い
た
だ
き
た
い
。

山
口　

U
n
i―

V
o
i
c
e

(

ユ
ニ
ボ
イ
ス)

で
、  

音
声
コ

ー
ド
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か

ざ
す
だ
け
で
、
印
刷
物
の
内
容

を
読
み
上
げ
て
く
れ
る
ア
プ
リ

の
導
入
の
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。

　

目
の
不
自
由
な
方
、
お
年
寄

り
へ
の
音
声
通
知
だ
け
で
は
な

く
、
多
言
語
対
応
に
も
活
用
で

き
、こ
の
よ
う
な
方
は
「
読
む
」

こ
と
は
重
労
働
で
あ
り
、
日
本

に
住
む
外
国
人
も
、
見
知
ら
ぬ

文
字
に
囲
ま
れ
、
不
安
な
毎
日

を
送
っ
て
い
る
。

　

U
n
i―

V
o
i
c
e
で
、

「
読
め
る
」
を
も
っ
と
当
た
り

前
に
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

の
検
討
を
お
願
い
す
る
。

令
和
２
年
度
第
２
次
補
正
予
算

に
つ
い
て

・
ひ
と
り
親
支
援
に
つ
い
て

山
口　

感
染
症
対
策
と
し
て
、

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

あ
ん
し
ん
福
祉
部
長　

ひ
と
り

親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
は
次

の
二
種
類
の
と
お
り
。　

一
、
令
和
２
年
６
月
の
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
に
対
し
、
一
世

帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
は
１

人
に
つ
き
３
万
円
が
加
算
さ
れ

た
額
を
、
８
月
末
ま
で
に
児
童

扶
養
手
当
受
給
口
座
に
振
り
込

ま
れ
、
申
請
は
不
要
。

二
、
家
計
急
変
に
よ
り
収
入
が

大
き
く
減
少
し
た
ひ
と
り
親
世

帯
に
対
し
、
５
万
円
の
給
付
で
、

８
月
の
児
童
扶
養
手
当
の
現
況

確
認
の
と
き
に
、
収
入
が
大
き

く
減
少
し
て
い
る
申
請
を
受
け

た
上
で
審
査
し
、
支
給
決
定
を

行
い
、
９
月
以
降
に
支
給
と
な

る
。
収
入
減
少
の
確
認
方
法
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
未
定
。

・
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
防
災
、

減
災
対
策
に
つ
い
て

山
口　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
活
用
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

危
機
管
理
監　

感
染
症
へ
の
対

応
と
し
て
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液

等
の
物
資
や
資
材
の
備
蓄
に
要

す
る
費
用
は
交
付
金
の
活
用
が

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
接

触
型
体
温
計
、
体
育
館
等
の
広

い
フ
ロ
ア
で
も
個
室
対
応
が
可

能
と
な
る
テ
ン
ト
な
ど
の
準
備

を
計
画
し
て
い
る
。

・
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ　

い
て

山
口　

経
済
的
に
困
っ
て
い
る

方
、
ま
た
、
五
條
市
の
経
済
の

下
支
え
に
な
る
よ
う
な
施
策
が

必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
に
所

見
を
伺
う
。

市
長　

多
く
の
方
が
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。  

　

今
後
、  

国
の
第
２
次
補
正
か

ら
の
交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

は
、  

経
済
が
元
通
り
に
な
る
よ

う
有
効
か
つ
、
市
民
の
方
に
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
事
業

を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
て
ま
い

り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

１　

市
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

２　

市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

　

介
護
保
険
料
等
に
つ
い
て

３　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　

に
つ
い
て

市
長
の
要
求
に
よ
る
監
査
の
結

果
報
告
書
（
総
合
体
育
館
に
お

け
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
）

に
つ
い
て

藤
冨　

総
合
体
育
館(

シ
ダ
ー

ア
リ
ー
ナ)

の
物
品
購
入
に
か

か
る
入
札
に
お
い
て
、
高
い
落

札
率
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
五
條
市
で
は
箱

物
が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
、
総
合
体
育
館
、

花
咲
寮
、
新
庁
舎
の
予
定
価
格
、

入
札
金
額
、
契
約
金
額
及
び
落

札
率
を
お
尋
ね
す
る
。

市
長
公
室
長　

総
合
体
育
館
建

設
工
事
の
予
定
価
格（
税
抜
き
）

は
、
21
億
１
，
４
５
１
万
円
、

入
札
金
額
（
税
抜
き
）
は
、
21

億
１
，
４
５
０
万
円
、
落
札
率

は
、
９
９
．
９
９
％
、
契
約
金

額
（
税
込
み
）
は
、
22
億
８
，

３
６
６
万
円
で
あ
る
。

　

次
に
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
花

咲
寮
建
設
工
事
の
予
定
価
格

（
税
抜
き
）
は
、
12
億
１
，
１

０
１
万
円
、
入
札
金
額
（
税
抜

き
）
は
、
10
億
８
，
９
９
０
万

９
千
円
、
落
札
率
は
、
９
０
．

０
０
％
、
契
約
金
額
（
税
込
み
）

は
、
11
億
７
，
７
１
０
万
１
，

７
２
０
円
で
あ
る
。.

　

ま
た
、
五
條
市
新
庁
舎
建
設

工
事
の
予
定
価
格
（
税
抜
き
）
は
、

47
億
７
，
１
３
８
万
円
、
入
札

金
額
（
税
抜
き
）
は
、
47
億
２
，

０
０
０
万
円
、
落
札
率
は
、
９
８
．

９
２
％
、
契
約
金
額
（
税
込
み
）

は
、
51
億
９
，
２
０
０
万
円
で

あ
る
。

藤
冨　

高
い
落
札
率
で
あ
る
。

４
月
23
日
の
第
１
回
臨
時
会
に

お
い
て
、
野
原
中
学
校
適
正
化

改
修
工
事
の
落
札
率
は
、
９
６
．

９
６
％
、
直
近
、
こ
の
６
月
定

例
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
（
仮

称
）
五
條
Ａ
認
定
こ
ど
も
園
建

設
工
事
の
落
札
率
は
、
９
９
．

８
９
％
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
高
い
落
札
率
に
つ

い
て
、
市
長
は
ど
う
思
わ
れ
る

か
。

市
長　

い
ず
れ
の
案
件
も
、
設

計
金
額
は
適
切
に
積
算
を
行
っ

て
い
る
。
落
札
結
果
に
つ
い
て

も
何
ら
異
議
は
な
い
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
議
会
の
承
認
を

得
て
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

至
っ
た
も
の
で
、
今
に
な
っ
て

そ
の
よ
う
な
内
容
を
問
題
視
す

る
こ
と
は
、
神
聖
な
議
決
行
為

そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
思
う
の
で
、
よ
く

そ
の
辺
も
考
え
て
発
言
さ
れ
る

方
が
よ
い
か
と
思
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

藤
冨　

最
初
に
、
マ
ス
ク
や
消

毒
液
な
ど
を
寄
贈
し
て
頂
い
た

皆
様
方
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。

　

私
た
ち
議
員
も
、
５
月
１
日

に
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
議
長
、
副
議
長
及
び

議
員
の
６
月
の
期
末
手
当
を
30

％
減
額
。
今
年
度
の
行
政
視
察

は
実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

後
日
、
議
長
が
市
長
に
申
入
れ

を
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

他
の
自
治
体
の
独
自
の
支
援

策
が
次
々
と
発
表
さ
れ
る
の
を

見
聞
き
し
、「
五
條
市
は
ま
だ

か
。」「
五
條
市
は
何
も
し
な
い

の
か
。」「
遅
い
。」
と
い
う
声

が
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
聞

か
れ
た
。
も
っ
と
早
い
対
応
は

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

理
事　

４
月
30
日
に
第
１
次
補

正
予
算
が
国
に
お
い
て
成
立
し
、

５
月
１
日
、
交
付
金
の
概
要
並

び
に
本
市
に
対
す
る
上
限
額
、

１
億
６
，
１
６
０
万
円
が
示
さ

れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
直
ち
に

交
付
金
を
最
大
限
に
活
用
で
き

る
支
援
策
を
内
容
と
し
た
補
正

予
算
を
取
り
ま
と
め
、
５
月
19

日
の
第
３
回
臨
時
会
に
提
案
し
、

議
決
い
た
だ
い
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
支
援
策

の
財
源
を
確
認
し
、
速
や
か
に

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

藤
冨　

何
か
に
つ
け
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。


